
富
士
警
備
保
障
(
璽
京
都
新
宿
区
、
鶴
賀
孝
宏
社
長
)
は
警
備
業
の
ほ
か
に
地
震
予
知
を
業
務
と
し
て

お
り
、
現
在
1
6
0社
の
企
業
に
配
信
中
だ
。

m月
2
3
4日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
危

機
管
理
産
業
展
で
は
プ
l
ス
を
出
展
し
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
警
備
会
社
と
し
て
唯
一
、
減
災
の
た
め
の
B
C

P
(災
害
時
等
で
の
企
業
に
お
け
る
事
業
継
続
ま
た
は
早
期
復
旧
対
策
)
と
し
て
行
っ
て
い
る
乙
の
事
業

に

つ

い

て

担

当

者

に

話

を

き

い

た

。

【

ま

と

め

瀬

戸

雅

彦

】

第54号ズ

富士警備保障が新事業として取り組む

ムイタ障保備警

社
員
の
安
全
確
保
が
原
点

富
士
警
備
保
障
は
1
9
7
0年

創
立
。
璽
京
都
新
宿
区
に
本
社
を

構
え
、
機
械
警
備
、
常
駐
警
備
、

貴
重
品
輸
送
警
備
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
デ
ー
タ

メ
デ
ィ
ア
の
保
管
サ
ー
ビ
ス
等
の

警
備
会
社
と
し
て
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
業
務
に
加
え
て
、
地
震
予
測
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

同
社
で
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
担
当

部
円
で
あ
る
「
S
|
C
A
S
T

B
C
P本
部
・

S
|
C
A
S
T

B
C
P
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
」

の
鈴
木
秀
一
部
長
は
、
乙
の
事
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
理
由
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
ず
ば
り
東
日
本
大
震
災
が
き

っ
か
け
で
す
。
こ
の
と
き
仙
A

居間

業
所
を
は
じ
め
当
社
社
員
の
安
否

確
認
、
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に
陥

っ
て
し
ま
い
、
こ
の
日
以
来
H

大

規
模
災
害
時
に
社
員
の
命
を
守
る

た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
H

を

当
社
代
表
取
締
役
の
鶴
賀
が
模
索

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
震
予
測
情

報
に
つ
い
て
専
門
に
研
究
さ
れ
て

い
る
教
授
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り

お
願
い
し
て
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
な
か
っ
た
地
震
予
測
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
当
社
で
使
わ
せ
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
」
。

こ
の
よ
う
に
地
震
予
測
を
ビ
ジ

ネ
ス
と
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
社

員
の
安
全
確
保
の
た
め
に
社
内
で

使
っ
て
い
く
こ
と
が
当
初
の
目
的

だ
っ
た
。
同
社
は
そ
れ
ま
で
警
備

会
社
と
し
て
防
犯
に
つ
い
て
は
専

門
だ
が
、
防
災
に
つ
い
て
は
ま
っ

た
く
縁
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

実
績
を
積
み
信
頼
得
る

同
シ
ス
テ
ム
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
展
開
し
て
か
ら
の
苦
労
に
つ
い

て
、
鈴
木
部
長
は
こ
う
話
す
。

「
地
震
予
測
シ
ス
テ
ム
を
営
業

し
て
み
て
、
最
初
は
風
当
た
り
が

強
か
っ
た
で
す
ね
。
反
対
意
見
や

ひ
ど
い
人
に
な
る
と
詐
欺
扱
い
ま

で
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
機
械
警

備
や
常
駐
警
備
を
行
っ
て
い
た
既

存
の
お
客
様
に
提
供
し
成
約
い
た

だ
い
た
実
績
の
積
み
重
ね
か
ら
、

疑
い
が
晴
れ
て
い
き
ま
し
た
。
よ

るせわ拍組を法方唱
刷観の輔4
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さ

現

解

模

業

方

象

測

地

提

前

知

兆

が

規

企

の

現

観

る

本

震

認

前

ト

の

、

め

兆

常

よ

資

地

は

に

、

ス

」

し

た

前

o
異
に
務
で

と

的

き

リ

い

知

の

ち

る

の

星

業

携

T
界
お
ナ
ち
告
測
か
い
層
衛
は
連

S
世
を
ア
ぐ
に
予
度
て
離
工
社
学

山

て

諒

や

の

前

震

角

め

電

人

間

産

〉

し

重

家

ど

日

地

な

高

の

マ

D

の

く

と

に

門

「

m
o々
を
波
測
る
と

ト

段

」

専

」

~

ス

様

度

F
観
あ
学

o
障

さ

手

測

知

で

日

ビ

、

精

L
層
で
大
う
保

ム

な

観

現

乙

数

一

せ

り

/

脚

類

・

行

備

テ

効

覧

霞

ど

を

サ

わ

よ

F
電
種
関
を
警

ス

有

擾

地

「

か

る

合

、

L
る

3
機
析
士

シ

も

層

を

」

る

す

み

で

V
よ
の
門
解
富

則

最

磁

タ

っ

す

を

組

と

マ

に

一

専

む
れ
ゆ
電
一
い
生
護
に
こ
は
生
一
震
測
せ

霊

視

「

デ

「

発

支

的

る

に

衛

測

地

観

わ

提

予

る

測

、

が

P
合
す
的

S
観
る
の
合

対

震

い

観

て

震

C
複
測
体

P
度
あ
象
い

地
て
の
し
地

B
を
観
異

G
温
の
現
間

れ

象

析

で

の

法

を

マ

表

携

兆

※

え
ば
よ
い
の
か
H

と
い
う
顧
客
か

ら
の
聞
い
に
対
し
、
同
社
は
自
社

開
発
の
オ
プ
シ
ョ
ン
機
器
を
里
思

し
、
そ
れ
ら
を
準
備
す
る
こ
と
を

提
案
し
て
い
る
。

【

S
l
C
A
S
T
P
H
O
N
E

E
】

自
宅
や
営
業
所
に
設
置
し
た
カ

メ
ラ
の
映
像
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
携
帯
電
話
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
等
で
遠
隔
地
の
映
像
の
確
認
が

で
き
る
。
映
像
を
S
Dカ
l
ド
に

記
録
す
る
こ
と
も
可
能
。
セ
ン
サ

カ
メ
ラ
、
送
信
機
、
電
源
が
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
。

【

B
|
M
A
X
S
A
T
E
L
L

-
T
E】

災
室
辱
に
よ
る
停
電
時
に
機
械

警
備
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な
く
な

る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
停
電

時
に
自
動
的
に
聞
社
が
開
発
し
た

太
陽
自
動
追
尾
型
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
「
へ
リ
オ
ス
シ
リ
ー
ズ
」
に

切
り
替
え
、
電
気
を
確
保
す
る
。

ま
た
電
話
回
線
が
遮
断
さ
れ
た
と

き
は
高
速
衛
生
通
信
回
線
に
切
り

替
え
る
。
乙
れ
で
機
械
警
備
が
止

ま
る
と
と
が
な
い
。
ま
た
大
規
模

災
害
時
に
遠
隔
監
視
に
よ
り
、
必

要
最
低
限
の
監
視
、
遠
隔
制
御
機

能
が
確
保
で
き
、
現
場
の
状
祝
を

即
座
に
把
握
で
き
る
。

く
従
来
の
地
震

学
と
比
較
さ
れ

ま
し
た
が
、
地

震
学
は
地
震
が

起
こ
っ
た
後
に

検
証
す
る
学

問
、
当
社
が
導

入
し
て
い
る
地

震
予
測
学
は
ま

っ
た
く
異
な
る

も
の
で
す
」
。

今
後
、
同
社

が
目
指
す
目
標

に
つ
い
て
は

「
電
離
層
を
地

震
予
測
に
活
用

し
て
い
る
の
で

す
が
、
例
え
ば

太
陽
の
フ
レ
ア
活
動
や
磁
気
嵐
も

電
離
層
に
大
き
く
影
響
す
る
の

で
、
丹
念
に
統
計
を
と
り
デ
l
タ

化
し
て
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
地
震
予
測
で
き
る
確
立
が

平
均
切
ら
加
物
で
す
が
、
こ
れ
を

加
物
に
上
げ
る
乙
と
が
目
標
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
お
客
様
の

B
C
P支
援
に
さ
ら
に
活
か
せ
る

か
ら
で
す
」
と
語
っ
た
。

B
C
P支
援
商
品

H

予
測
情
報
を
ど
の
よ
う
に
使

数波
局

周

儒
び
受

@
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こ
れ
ま
で
の
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス

は
、
「
防
歳
か
ら
支
給
」
と
か
、
「
百

歳
か
ら
2
割
負
担
」
と
い
っ
た
具
合
に

山
年
齢
別
を
基
準
に
し
て
行
わ
れ
て
き

た
。
そ
れ
を
個
人
の
所
得
、
資
産
に
も

と
づ
き
能
力
に
応
じ
た
負
担
制
に
変
更

し
よ
う
。
こ
れ
が
8
月
に
ま
と
め
ら
れ

た
「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」

報
告
書
の
基
調
で
あ
る
。

こ
の
方
針
を
具
体
化
す
る
た
め
に
政

一
府
は
8
月
辺
目
、
社
会
保
障
制
度
改
革

山
の
工
程
表
と
な
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
」

骨
子
を
閣
議
決
定
し
た
。
同
法
案
は
、

日
年
度
か
ら
日
年
度
に
か
け
て
順
次
実

一
施
に
移
す
医
療
、
介
護
保
険
制
度
改
正

の
大
枠
を
定
め
た
も
の
だ
。
秋
の
臨
時

国
会
に
提
出
さ
れ
、
そ
の
成
立
を
待
っ

て
医
療
・
介
護
、
子
育
て
支
援
な
ど
分

野
別
の
改
正
法
案
が
年
明
け
の
通
常
国

会
で
議
論
さ
れ
る
乙
と
に
な
る
。

+
 

，。月2.1日〈月曜日〉

集)性豊
平成25年(2013年)【第三種郵便物承認】(3) 

医
療
保
険
の
分
野
で
は
、
現
在
、
各

健
保
組
合
の
加
入
者
数
に
応
じ
て
支
払

う
「
頭
割
り
」
を
、
従
業
員
の
平
均
年

収
に
応
じ
て
支
払
う
「
総
報
酬
割
」
に

変
更
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
目
年
度
の
大

企
業
中
心
の
健
保
組
合
の
負
担
は
約
1

4
0
0億
円
、
公
務
員
共
済
組
合
の
負

担
ぢ
約
9
0
0億
円
ほ
ど
増
え
、
赤
字

が
続
く
国
民
健
康
保
険
の
補
て
ん
に
因

さ
れ
る
。

ま
た
叩
3
1歳
の
医
療
費
自
己
負
担

分
も
、
段
階
的
に
現
行
の
1
割
か
ち
2

割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
削
減
効
果
は
、

初
年
度
1
0
0億
円
程
度
だ
が
完
全
実

施
さ
れ
れ
ば
、
年
間
2
0
0
0億
円
程

度
に
な
る
と
買
込
ま
れ
て
い
る
。
並
行

し
て
医
療
費
の
自
己
負
担
に
つ
き
上
限

額
を
定
め
て
い
る
高
額
医
療
費
制
度
に

つ
い
て
も
、
中
・
低
所
得
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
一
方
で
、
年
収
7
0
0万
円

「知」に備えあれば

河内孝の複眼時評

層
以
上
の
負
担
は
増
や
す
こ
と
に
し

た
こ
の
ほ
か
軽
症
の
患
者
が
先
端
医
療

研
究
に
当
た
る
専
門
、
大
病
院
を
訪
れ

る
乙
と
に
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
る
た
め
、

医
師
の
紹
介
状
な
し
で
大
病
院
を
受
診

す
る
場
合
の
初
診
料
を
1
万
円
程
度
に

引
き
上
げ
る
こ
と
も
決
め
た
。
と
れ
は
、

医
療
保
険
の
大
原
則
で
あ
っ
た
、
「
い

つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
」
と
い

う
理
念
を
大
き
く
転
換
す
る
も
の
だ
。

園
、
自
治
体
、
診
療
側
は
国
民
の
納
得

が
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
な
説
明
を
行
う

乙
と
が
求
め
ら
れ
る
。

電磁波

憂いなし

社会保障制度改革
理念なき抑制策①

smm .... 

い
た
要
支
援
1
3
2に

村
事
業
に
移
す
。
乙
れ

律
に
行
う
の
と
は
異
な

あ
る
自
治
体
に
よ
る
事

個
々
の
財
政
事
情
で
、

に
ば
ら
つ
き
が
生
ま
れ

る
も
の
も
出
る
②
夫
婦

万
円
程
度
(
資
産
所
得

者
で
は
2
8
0万
円
程

帯
に
つ
い
て
は
1
割
だ

を
2
割
に
引
き
上
げ
る

払
っ
て
い
る
世
帯
層
で

7
0
0
0円
だ
っ
た
自

額
を
約
加
必
引
き
上
げ

ム
入
居
者
へ
の
食
費
、

軽
減
(
補
足
給
付
)
を
目

的
万
人
以
上
の
待
機
者

1
ム
に
つ
い
て
は
入
居

3
以
上
と
し
て
、

1
3

宅
介
護
に
誘
導
す
る
(

理
念
な
き
改
革

次
に
介
護
の
分
野
を
み
て
み
よ
う
。

乙
乙
で
も
費
用
の
抑
制
が
あ
ら
ゆ
る
項

目
に
及
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
①
こ

れ
ま
で
介
護
保
険
の
支
給
対
象
と
し
て


